
(57)【要約】

【課題】　カバー閉時におけるカバーに対する制動力不

足を解消するカバー開閉機構を提供する。

【解決手段】　回動することにより開閉するカバーの開

閉機構において、カバー３の支点部４側の端部に、溝部

２１を形成し、溝部２１の両側に外歯形状のギア部２２

と内歯形状のギア部２３を形成する。また溝部２１内に

回転可能にギア２４を設け、このギア２４と同軸上にオ

イルダンパー２５を設ける。カバー３が大きく開いた状

態ではギア２４は径の小さい方のギア部２２と噛合い、

カバー３が閉状態に近い位置でギア２４は径の大きい方

のギア部２３と噛合う。オイルダンパー２５からの負荷

は、ギア２４がギア部２２と噛合っているときは小さい

制動力となり、ギア２４がギア部２５と噛合っていると

きには大きい制動力となる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 動 す る こ と に よ り 開 閉 す る カ バ ー の 開 閉 機 構 に お い て 、
　 前 記 カ バ ー を 制 動 す る た め の 負 荷 を 供 給 す る 負 荷 供 給 部 と 、
　 前 記 負 荷 供 給 部 か ら の 負 荷 を 前 記 カ バ ー の 回 動 角 度 に 応 じ て 変 化 さ せ て 前 記 カ バ ー に 伝
達 す る 負 荷 変 換 手 段 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る カ バ ー 開 閉 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 負 荷 変 換 手 段 は 、 前 記 カ バ ー の 回 動 中 心 を 中 心 と し て 回 転 し 、 径 の 異 な る 複 数 の ギ
ア 部 を 有 す る 第 １ の ギ ア 機 構 と 、
　 前 記 負 荷 供 給 部 か ら 負 荷 を 供 給 さ れ 、 前 記 第 １ の ギ ア 機 構 の い ず れ か の ギ ア 部 を 噛 合 す
る 第 ２ の ギ ア 機 構 と か ら 構 成 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の カ バ ー 開 閉 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ギ ア 機 構 は 、 径 の 異 な る 複 数 の ギ ア 部 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の ギ ア 機 構 は 、 前 記 カ バ ー が 大 き く 開 い て い る と き に は 前 記 第 １ の ギ ア 機 構 の
う ち の 径 の 小 さ い ギ ア 部 と 噛 合 し 、 前 記 カ バ ー が 閉 じ る 方 向 に 回 動 す る に し た が っ て 順 次
径 の 大 き い ギ ア 部 と 噛 合 す る 請 求 項 ２ 記 載 の カ バ ー 開 閉 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の ギ ア 機 構 は 単 一 の ギ ア で 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ の ギ ア 機 構 は 、 前 記 単 一 の ギ ア
と 前 記 カ バ ー の 回 動 中 心 側 で 噛 合 す る ギ ア と 前 記 カ バ ー の 回 動 中 心 側 の 反 対 側 で 噛 合 す る
ギ ア と を 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の カ バ ー 開 閉 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の ギ ア 機 構 は 、 径 の 異 な る 複 数 の ギ ア 部 で 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の ギ ア 機 構 は 、
前 記 複 数 の ギ ア 部 に そ れ ぞ れ 噛 合 す る 複 数 の ギ ア 部 を 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の カ バ ー 開 閉 機
構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 負 荷 供 給 部 は オ イ ル ダ ン パ ー で あ る 請 求 項 ４ ま た は ５ 記 載 の カ バ ー 開 閉 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 負 荷 供 給 部 は ト ル ク リ ミ ッ タ で あ る 請 求 項 ４ ま た は ５ 記 載 の カ バ ー 開 閉 機 構 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の カ バ ー 開 閉 機 構 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 画
像 形 成 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 写 真 プ リ ン タ や フ ァ ク シ ミ リ 装 置 等 に お け る カ バ ー の 開 閉 機 構 お よ び 該
カ バ ー 開 閉 装 置 を 備 え た 画 像 形 成 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 子 写 真 プ リ ン タ や フ ァ ク シ ミ リ 装 置 等 に お い て は 、 用 紙 が ジ ャ ム し た 場 合 の ジ
ャ ム 用 紙 の 除 去 あ る い は 内 蔵 部 品 の 交 換 等 の た め に 、 カ バ ー が 開 閉 可 能 に 設 け ら れ て い る
。 こ う し た 装 置 に お い て 、 カ バ ー は 通 常 、 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る た め に 、 開 い た 状 態
か ら 自 然 落 下 に よ っ て カ バ ー が 閉 じ る 際 に 、 ユ ー ザ ー が 手 を 挟 ま れ て 怪 我 を し た り 、 部 品
を 破 損 し た り す る 惧 れ が あ る 。 こ れ を 防 止 す る た め に カ バ ー の 閉 動 作 を 制 動 す る よ う に し
た 技 術 が 例 え ば 、 特 開 平 ７ － １ ０ ２ ８ ５ ０ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 公 報 に 開 示 さ れ る も の は 、 カ バ ー の 回 動 中 心 を 回 転 中 心 と す る 太 陽 ギ ア を 形 成 し 、
カ バ ー を 閉 じ る 際 に オ イ ル ダ ン パ ー に 結 合 さ れ た 遊 星 ギ ア を 太 陽 ギ ア と 噛 み 合 わ せ る こ と
に よ り 、 カ バ ー の 閉 動 作 に ブ レ ー キ を か け 、 カ バ ー を ゆ っ く り 閉 じ る よ う に す る も の で あ
る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ０ ２ ８ ５ ０ 号 公 報

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-83551 A 2006.3.30



【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 上 記 公 報 に 開 示 さ れ る 従 来 の 技 術 に お い て は 、 オ イ ル ダ ン パ ー で 発 生 す る
一 定 の ト ル ク を 遊 星 ギ ア で 太 陽 ギ ア に 伝 達 す る だ け で あ る 。 カ バ ー は 、 大 き く 開 い た 状 態
で は 制 動 の た め に 大 き な ト ル ク を 必 要 と し な い が 、 閉 じ た 状 態 に 近 く な る と 、 制 動 に 大 き
な ト ル ク を 必 要 と す る 。 上 記 従 来 の 技 術 で は 、 カ バ ー に 対 し て 常 に 一 定 の ト ル ク が 加 え ら
れ て い る だ け な の で 、 カ バ ー が 閉 じ た 状 態 に 近 い 状 態 で は 、 制 動 力 が 不 足 し て カ バ ー が 勢
い よ く 閉 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ は 軽 量 な カ バ ー で は と く に 問 題 は な い が 、 あ る 程 度 の 重 量 の あ る カ バ ー の 場 合 は 、
ユ ー ザ ー が 手 を 挟 ま れ て 怪 我 を し た り 、 部 品 を 破 損 し た り す る 惧 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ０ は カ バ ー の 閉 時 に カ バ ー の 制 動 に 必 要 な ト ル ク を 示 す グ ラ フ で あ る 。 同 図 に 示 す
よ う に 、 カ バ ー の 制 動 に 必 要 な ト ル ク Ｐ は 、 カ バ ー が 全 開 の と き に 最 も 小 さ く 、 閉 じ る に
従 っ て 大 き く な る 。 こ れ は カ バ ー の 閉 動 作 に 伴 っ て カ バ ー の 自 重 に よ り 回 動 支 点 に 加 わ る
ト ル ク が 増 加 す る た め で あ る 。 上 記 従 来 の オ イ ル ダ ン パ ー に よ る 制 動 力 Ｑ は 、 図 に 示 す よ
う に 一 定 で あ る た め 、 カ バ ー が 閉 状 態 に 近 づ く と 、 斜 線 で 示 す よ う に 、 制 動 力 不 足 が 発 生
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 回 動 す る こ と に よ り 開 閉 す る カ バ ー の 開 閉 機 構
に お い て 、 前 記 カ バ ー を 制 動 す る た め の 負 荷 を 供 給 す る 負 荷 供 給 部 と 、 　 前 記 負 荷 供 給 部
か ら の 負 荷 を 前 記 カ バ ー の 回 動 角 度 に 応 じ て 変 化 さ せ て 前 記 カ バ ー に 伝 達 す る 負 荷 変 換 手
段 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 負 荷 変 換 手 段 と し て は 、 カ バ ー の 回 動 中 心 を 中 心 と し て 回 転 し 、 径 の 異 な る 複 数 の ギ ア
部 を 有 す る 第 １ の ギ ア 機 構 と 、 負 荷 供 給 部 か ら 負 荷 を 供 給 さ れ 、 第 １ の ギ ア 機 構 の い ず れ
か の ギ ア 部 を 噛 合 す る 第 ２ の ギ ア 機 構 と か ら 構 成 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 第 １ の ギ ア 機 構 は 、 径 の 異 な る 複 数 の ギ ア 部 で 構 成 し 、 第 ２ の ギ ア 機 構 は 、 カ
バ ー が 大 き く 開 い て い る と き に は 第 １ の ギ ア 機 構 の う ち の 径 の 小 さ い ギ ア 部 と 噛 合 し 、 カ
バ ー が 閉 じ る 方 向 に 回 動 す る に し た が っ て 順 次 径 の 大 き い ギ ア 部 と 噛 合 す る よ う に す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 の 本 発 明 に よ れ ば 、 カ バ ー が 閉 動 作 を 行 う に つ れ て 、 負 荷 供 給 部 か ら 供 給 さ れ
る 負 荷 が 大 き く な る よ う に 変 化 し て カ バ ー に 伝 達 さ れ る 。 し た が っ て カ バ ー が 閉 状 態 に 近
づ い て も 十 分 な 制 動 力 が 得 ら れ 、 ユ ー ザ が 怪 我 を す る こ と も 、 部 品 が 破 損 す る 惧 れ も な く
な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形
態 で は 、 画 像 形 成 装 置 に 設 け ら れ る カ バ ー 開 閉 機 構 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 第
１ 実 施 の 形 態 に よ る カ バ ー 開 閉 機 構 を 備 え た 画 像 形 成 装 置 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 画 像 形 成 装 置 １ の 筐 体 内 に は 画 像 形 成 部 ２ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 上 部
に カ バ ー ３ が 支 点 部 ４ を 中 心 に 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 画 像 形 成 部 ２ に は 、 感 光 ド ラ
ム ５ 、 現 像 ユ ニ ッ ト ６ 等 が 配 設 さ れ 、 記 録 媒 体 に 対 し て ト ナ ー 画 像 を 形 成 す る 。 カ バ ー ３
の 下 部 に は Ｌ Ｅ Ｄ を 具 備 す る 露 光 器 ７ が 設 け ら れ 、 帯 電 さ れ た 感 光 ド ラ ム ５ に 対 し て 露 光
す る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 筐 体 の 下 部 に は 、 記 録 媒 体 ８ を 収 容 す る 媒 体 カ セ ッ ト ９ が 配 設 さ れ 、 そ の 先 端 上 部 に 記
録 媒 体 ８ を １ 枚 ず つ 繰 出 す ホ ッ ピ ン グ ロ ー ラ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ホ ッ ピ ン グ ロ ー ラ １
０ に よ り 繰 出 さ れ た 記 録 媒 体 ８ は 、 画 像 形 成 部 ２ の 下 方 に 搬 送 さ れ 、 感 光 ド ラ ム ５ と 転 写
ロ ー ラ １ １ の 間 を 通 過 す る 。 こ の と き 感 光 ド ラ ム ５ 上 の ト ナ ー 画 像 が 記 録 媒 体 ８ に 転 写 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 画 像 形 成 部 ２ の 左 側 に は 定 着 器 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 定 着 器 １ ２ は 加 熱 ロ ー ラ と 加 圧
ロ ー ラ で 構 成 さ れ 、 ト ナ ー 画 像 を 記 録 媒 体 ８ 上 に 定 着 さ せ る 。 定 着 器 １ ２ の 左 方 に は 排 出
搬 送 路 １ ３ が 形 成 さ れ 、 ト ナ ー 画 像 を 定 着 さ れ た 記 録 媒 体 ８ が こ こ を 搬 送 さ れ 、 カ バ ー ３
上 部 の 載 置 部 １ ４ へ 送 り 出 さ れ る こ と に よ り 、 記 録 媒 体 ８ が 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 カ バ ー ３ の 支 点 部 ４ 側 端 部 に は 、 カ バ ー ３ の 閉 動 作 に 制 動 を 加 え る 制 動 機 構 ２ ０ が 設 け
ら れ て い る 。 制 動 機 構 ２ ０ に つ い て 図 ２ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ２ は 第 １ の 実 施 の 形
態 の 要 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に お い て 、 カ バ ー ３ の 支 点 部 ４ 側 の 端 部 ３ ａ に は 、 支 点 部 ４ を 中 心 と す る 円 弧 状 の
溝 部 ２ １ が 形 成 さ れ 、 溝 部 ２ １ の 内 側 に 外 歯 形 状 で θ １ の 範 囲 に 形 成 さ れ た ギ ア 部 ２ ２ と
、 溝 部 ２ １ の 外 側 に 内 歯 形 状 で θ ２ の 範 囲 に 形 成 さ れ た ギ ア 部 ２ ３ と が 形 成 さ れ て い る 。
ギ ア 部 ２ ２ と ギ ア 部 ２ ３ は と も に 支 点 部 ４ を 中 心 と す る 円 弧 形 状 で 、 ギ ア 部 ２ ３ の 方 が ギ
ア 部 ２ ２ よ り も 歯 数 が 多 く な っ て い る 。 す な わ ち 、 θ １ の 範 囲 よ り も θ ２ の 範 囲 の 方 が 広
く 形 成 さ れ て い る 。 θ １ の 範 囲 と θ ２ の 範 囲 は 隣 接 し て い る が 、 互 い に 重 な ら な い 関 係 に
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 溝 部 ２ １ の 中 に 入 り 込 ん だ 状 態 で ギ ア ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ギ ア ２ ４ は ギ ア 部 ２ ２ と
ギ ア 部 ２ ３ の 両 方 に 噛 合 可 能 で あ る が 、 両 方 に 同 時 に 噛 合 う こ と は な い 。 ギ ア ２ ４ に は 負
荷 供 給 部 と し て の オ イ ル ダ ン パ ー ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 オ イ ル ダ ン パ ー ２ ５
の 負 荷 が ギ ア ２ ４ に 伝 達 さ れ 、 ギ ア ２ ４ か ら さ ら に ギ ア 部 ２ ２ ま た は ギ ア 部 ２ ３ に 伝 達 さ
れ る よ う に な っ て い る 。 ギ ア ２ ４ お よ び オ イ ル ダ ン パ ー ２ ５ は 図 示 し な い 画 像 形 成 装 置 １
の フ レ ー ム に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る カ バ ー ３ の 開 閉 動 作 を さ ら に 図 ３ に 従 っ て 説 明 す る 。 図
３ は カ バ ー の 開 閉 動 作 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 カ バ ー ３ が 最 大 に 開 い て い る 状 態 で は 、 カ バ
ー ３ は 図 ２ に 示 す 二 点 鎖 線 ａ に 平 行 な 位 置 に あ る 。 二 点 鎖 線 ａ は 垂 直 方 向 よ り や や 左 側 に
傾 い て お り 、 カ バ ー ３ は こ の 位 置 で 開 状 態 を 維 持 す る 。 こ の 状 態 で は 溝 部 ２ １ 内 の ギ ア ２
４ は 径 の 小 さ い 方 の ギ ア 部 ２ ２ と 噛 合 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 状 態 か ら カ バ ー ３ を 閉 じ 始 め る と 、 ギ ア ２ ４ は ギ ア 部 ２ ２ と 噛 合 っ て 回 転 す る 。 こ
の と き オ イ ル ダ ン パ ー ２ ５ の ト ル ク が ギ ア ２ ４ を 介 し て ギ ア 部 ２ ２ に 伝 達 さ れ 、 カ バ ー ３
の 閉 動 作 に 対 し て 制 動 力 を 与 え る 。 カ バ ー ３ が θ １ の 範 囲 を 回 動 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う
に 、 ギ ア ２ ４ は ギ ア 部 ２ ２ と 噛 合 い を 外 れ 、 今 度 は 径 の 大 き い 方 の ギ ア 部 ２ ３ と 噛 合 う よ
う に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 カ バ ー ３ が さ ら に 図 ３ に お け る 時 計 回 り 方 向 に 回 動 す る と 、 ギ ア ２ ４ は ギ ア 部 ２ ３ と 噛
合 っ て 回 転 す る 。 こ の と き オ イ ル ダ ン パ ー ２ ５ の ト ル ク が ギ ア ２ ４ を 介 し て ギ ア 部 ２ ３ に
伝 達 さ れ 、 カ バ ー ３ の 閉 動 作 に 対 し て 制 動 力 を 与 え る 。 カ バ ー ３ が θ ２ の 範 囲 を 回 動 す る
と 完 全 に 閉 じ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ギ ア ２ ４ が ギ ア 部 ２ ２ と 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 と 、 ギ ア ２ ４ が ギ
ア 部 ２ ３ と 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 は 、 径 の 小 さ い ギ ア 部 ２ ２ と 径 の
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大 き い ギ ア 部 ２ ３ と の ピ ッ チ 円 半 径 差 で モ ー メ ン ト の 違 い が 発 生 し 、 ギ ア ２ ４ が ギ ア 部 ２
３ と 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 の 方 が 、 ギ ア ２ ４ が ギ ア 部 ２ ２ と 噛 合 っ
て い る と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 よ り も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る カ バ ー に 対 す る 制 動 力 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ４ に お
い て 、 カ バ ー ３ の 位 置 が θ １ の 範 囲 内 で は ギ ア 部 ２ ２ を 介 し て カ バ ー ３ に 制 動 力 Ｐ １ が か
か り 、 カ バ ー ３ の 位 置 が θ ２ の 範 囲 内 で は ギ ア 部 ２ ３ を 介 し て カ バ ー ３ に 制 動 力 Ｐ ２ が 掛
か る 。 図 ４ に お い て 斜 線 の 部 分 が 制 動 力 が 不 足 し て い る 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に カ バ ー ３ の 位 置 に よ っ て 異 な る 大 き さ の 制 動 力 が カ バ ー ３ に 掛 か る の で 、 制
動 力 が 不 足 す る 範 囲 と 不 足 す る 大 き さ が 図 １ ０ に 示 す 従 来 の 例 と 比 較 し て 大 幅 に 減 少 す る
。 と く に カ バ ー ３ が 完 全 に 閉 じ る 直 前 の 制 動 力 の 不 足 を 大 幅 に 減 少 で き る の で 、 カ バ ー ３
の 落 下 に よ り ユ ー ザ が 怪 我 を す る こ と も 、 部 品 が 破 損 す る 惧 れ も な く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 ５ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 要 部 を 示 す 側 面 図 、 図 ６
は 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 要 部 を 示 す 正 面 図 、 図 ７ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 第 １ ギ ア 機 構 を 示 す
側 面 図 で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い て 、 カ バ ー ３ の 支 点 部 ４ 側 の 端 部 ３ ａ に は 、 第 １ ギ ア 機
構 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ に は 、 そ れ ぞ れ 支 点 部 ４ を 中 心 と す る 円 弧 部
３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 円 弧 部 ３ ２ の 半 径 は 最 も 小 さ く 、 円 弧 部 ３ ４ の 半 径
は 最 も 大 き く 、 円 弧 部 ３ ３ は そ れ ら の 中 間 の 大 き さ で あ る 。 な お 支 点 部 ４ は 支 持 部 ４ ａ に
よ り 装 置 筐 体 に 支 持 さ れ て い る 。 円 弧 部 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ は 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ と し て 支 点
部 ４ を 中 心 に カ バ ー ３ と 一 体 に 回 転 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ３ つ の 円 弧 部 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ 上 に は そ れ ぞ れ ギ ア 部 ３ ５ 、 ３ ６ 、 ３ ７ が 形 成 さ れ て い
る 。 ギ ア 部 ３ ５ 、 ３ ６ 、 ３ ７ は 放 射 方 向 に 互 い に 重 な ら な い 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 即 ち
、 図 ５ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ギ ア 部 ３ ５ は θ １ の 範 囲 に 、 ギ ア 部 ３ ６ は θ ２ の 範 囲 に 、 ギ
ア 部 ３ ７ は θ ３ の 範 囲 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 ま た こ れ ら の ギ ア 部 ３ ５ 、 ３ ６ 、 ３ ７
の 位 置 関 係 は 、 カ バ ー ３ が 閉 じ る と き に 回 動 方 向 （ 図 ５ 、 図 ７ に お け る 時 計 回 り 方 向 ） に
、 径 の 大 き い ギ ア 部 ３ ７ か ら 次 第 に 径 の 小 さ い ギ ア 部 ３ ６ さ ら に ギ ア 部 ３ ５ に 並 ぶ よ う に
配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ に 対 向 し て 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ は
、 ３ つ の ギ ア ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ ら の ギ ア ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ は 一 体 に
回 転 し 、 ギ ア ４ ２ は 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ の 円 弧 部 ３ ２ に 対 向 し 、 ギ ア 部 ３ ５ と 噛 合 い 可 能 で
あ り 、 ギ ア ４ ３ は 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ の 円 弧 部 ３ ３ に 対 向 し 、 ギ ア 部 ３ ６ と 噛 合 い 可 能 で あ
り 、 ギ ア ４ ４ は 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ の 円 弧 部 ３ ４ に 対 向 し 、 ギ ア 部 ３ ７ と 噛 合 い 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ は 、 負 荷 供 給 部 と し て の オ イ ル ダ ン パ ー ４ ５ を 介 し て 支 持 部 ４ ６ に 回
転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ が 回 転 す る 際 に オ イ ル ダ ン パ ー ４
５ に よ る 負 荷 が 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ に 伝 達 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る カ バ ー の 開 閉 動 作 を 説 明 す る 。 カ バ ー ３ が 最 大 に 開 い て
い る 状 態 で は 、 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ の 最 大 径 の ギ ア ４ ２ が 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ の ギ ア 部 ３ ５ と
噛 合 っ て い る 。 こ の 状 態 か ら カ バ ー ３ を 閉 じ 始 め る と 、 ギ ア ４ ２ は ギ ア 部 ３ ５ と 噛 合 っ て
回 転 す る 。 こ の と き オ イ ル ダ ン パ ー ４ ５ の ト ル ク が ギ ア ４ ２ を 介 し て ギ ア 部 ３ ５ に 伝 達 さ
れ 、 カ バ ー ３ の 閉 動 作 に 対 し て 制 動 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 カ バ ー ３ が θ １ の 範 囲 を 回 動 す る と 、 ギ ア ４ ２ は ギ ア 部 ３ ５ と 噛 合 い を 外 れ 、 今 度 は 第
２ ギ ア 機 構 ４ １ の 径 の 中 間 の ギ ア ４ ３ が 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ の ギ ア 部 ３ ６ と 噛 合 う よ う に な
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る 。 こ の と き オ イ ル ダ ン パ ー ４ ５ の ト ル ク が ギ ア ４ ３ を 介 し て ギ ア 部 ３ ６ に 伝 達 さ れ 、 カ
バ ー ３ の 閉 動 作 に 対 し て 制 動 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ギ ア ４ ２ が ギ ア 部 ３ ５ と 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 と 、 ギ ア ４ ３ が ギ
ア 部 ３ ６ と 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 は 、 径 の 小 さ い ギ ア 部 ３ ５ と そ れ
よ り も 径 の 大 き い ギ ア 部 ３ ６ と の ピ ッ チ 円 半 径 差 で モ ー メ ン ト の 違 い が 発 生 し 、 ギ ア ４ ３
が ギ ア 部 ３ ６ と 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 の 方 が 、 ギ ア ４ ２ が ギ ア 部 ３
５ と 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 よ り も 大 き く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 カ バ ー ３ が さ ら に θ ２ の 範 囲 を 閉 じ る 方 向 に 回 動 す る と 、 ギ ア ４ ３ は ギ ア 部 ３ ６ と 噛 合
い を 外 れ 、 今 度 は 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ の ギ ア ４ ４ が 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ の ギ ア 部 ３ ７ と 噛 合 う
。 こ の と き オ イ ル ダ ン パ ー ４ ５ の ト ル ク が ギ ア ４ ４ を 介 し て ギ ア 部 ３ ７ に 伝 達 さ れ 、 カ バ
ー ３ の 閉 動 作 に 対 し て 制 動 力 を 与 え る 。 こ の と き 、 ギ ア ４ ３ が ギ ア 部 ３ ６ と 噛 合 っ て い る
と き に カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 よ り も 大 き な 制 動 力 が カ バ ー ３ の 閉 動 作 に 対 し て 掛 か る 。
ギ ア ４ ４ が ギ ア 部 ３ ７ と 噛 合 い 始 め て か ら θ ３ の 範 囲 を 回 転 す る と 、 カ バ ー ３ は 完 全 に 閉
じ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ８ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る カ バ ー に 対 す る 制 動 力 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ８ に お
い て 、 制 動 力 Ｐ ４ は 、 ギ ア ４ ２ が ギ ア 部 ３ ５ に 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に か か る 制 動
力 で あ り 、 制 動 力 Ｐ ５ は 、 ギ ア ４ ３ が ギ ア 部 ３ ６ に 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に か か る
制 動 力 で あ り 、 制 動 力 Ｐ ６ は 、 ギ ア ４ ４ が ギ ア 部 ３ ７ に 噛 合 っ て い る と き に カ バ ー ３ に か
か る 制 動 力 で あ る 。 図 ８ に お い て 斜 線 の 部 分 が 制 動 力 が 不 足 し て い る 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に カ バ ー ３ の 位 置 に よ っ て ３ 段 階 に 異 な る 大 き さ の 制 動 力 が カ バ ー ３ に 掛 か る
の で 、 制 動 力 が 不 足 す る 範 囲 と 不 足 す る 大 き さ が 第 １ の 実 施 の 形 態 と 比 較 し て も 大 幅 に 減
少 し 、 カ バ ー ３ の 落 下 に よ る ユ ー ザ の 怪 我 お よ び 部 品 の 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま
た カ バ ー ３ 閉 時 の 制 動 力 不 足 を 解 決 す る だ け で な く 、 カ バ ー 閉 動 作 全 体 に お い て 制 動 力 の
過 不 足 を 最 小 限 に す る こ と が 可 能 で 、 理 想 的 な 大 き さ の 制 動 力 に 近 づ き 、 ユ ー ザ に よ る カ
バ ー ３ の 閉 動 作 が 非 常 に や り 易 く な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ ギ ア 機 構 ３ １ お よ び 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ は そ れ ぞ れ ３ つ
の ギ ア 部 お よ び ギ ア を 設 け た 例 で 説 明 し た が 、 第 １ ギ ア 機 構 お よ び 第 ２ ギ ア 機 構 に さ ら に
多 く の ギ ア 部 お よ び ギ ア を 設 け て 、 カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 を よ り 多 段 階 に 切 り 替 え る よ
う に し て も よ い 。 カ バ ー ３ に 掛 か る 制 動 力 を よ り 多 段 階 に 切 り 替 え る よ う に す れ ば 、 さ ら
に カ バ ー 閉 動 作 全 体 に お け る 制 動 力 の 過 不 足 が さ ら に 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 負 荷 供 給 部 と し て 、 上 記 の 例 で は オ イ ル ダ ン パ ー を 用 い た が 、 こ れ 以 外 に ト ル ク リ
ミ ッ タ を 用 い る よ う に し て も よ い 。 図 ９ は ト ル ク リ ミ ッ タ を 用 い た カ バ ー 開 閉 機 構 を 示 す
側 面 図 で あ る 。 図 ９ に お い て 、 第 ２ ギ ア 機 構 ４ １ と と も に ト ル ク リ ミ ッ タ ５ ０ が 設 け ら れ
て い る 。 ト ル ク リ ミ ッ タ ５ ０ は 、 反 時 計 回 り 方 向 （ 矢 印 ａ 方 向 ） の 回 転 で ト ル ク を 発 生 し
、 時 計 回 り 方 向 （ 矢 印 ｂ 方 向 ） の 回 転 で ト ル ク フ リ ー と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う な ト ル ク リ ミ ッ タ ５ ０ を 用 い る こ と に よ り 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 多 段 階
的 に 制 動 力 に 切 り 替 え が 可 能 と な る と と も に 、 カ バ ー ３ を 開 け る と き に ユ ー ザ が 制 動 力 を
感 じ る こ と な く 楽 に 開 け る こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 に よ る カ バ ー 開 閉 機 構 を 備 え た 画 像 形 成 装 置 を 示 す 側 面
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 要 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 カ バ ー の 開 閉 動 作 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る カ バ ー に 対 す る 制 動 力 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 要 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 要 部 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 第 １ ギ ア 機 構 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る カ バ ー に 対 す る 制 動 力 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 ト ル ク リ ミ ッ タ を 用 い た カ バ ー 開 閉 機 構 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 カ バ ー の 閉 時 に カ バ ー の 制 動 に 必 要 な ト ル ク を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ３ 　 カ バ ー
　 ２ １ 　 溝 部
　 ２ ２ 、 ２ ３ 　 ギ ア 部
　 ２ ４ 　 ギ ア
　 ２ ５ 、 ４ ５ 　 オ イ ル ダ ン パ ー
　 ３ １ 　 第 １ ギ ア 機 構
　 ３ ５ 、 ３ ６ 、 ３ ７ 　 ギ ア 部
　 ４ １ 　 第 ２ ギ ア 機 構
　 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ 　 ギ ア
　 ５ ０ 　 ト ル ク リ ミ ッ タ
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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